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2020学生ヒロシマ「平和」を考えるサミット: 募集要項 

 

1. 趣旨・目的 

選抜された広島大学の多国籍の学生が、「平和」の重要性・意味について議論、発表します。原爆、虐殺、捕虜

虐待や飢餓など人類が直面した惨劇を真正面から捉え、そこから和解と恒久平和に向けた教訓を得ながら、未

来の世界について考えます。 

 

2. 2020年のテーマ 

世界は新型コロナウィルスの流行によって、人々の健康は脅かされる中、私たちの社会は生活防衛のために

日々、戦っています。しかし、事態が長期化するなかで、核廃絶に向けた知的対話、真剣な議論の火を消さない

ことも、また重要です。例えば、新型コロナ禍によって NPT 再検討会議は無期限延期されている状況を考えてみ

ましょう。核軍縮に向けた議論は事実上、棚上げになってしまっています。したがって被爆 75 周年を迎える本年

は、ポスト新型コロナウィルス時代の世界も見据えつつも、他方でヒロシマの経験という原点に立ち返りながら、被

爆経験の継承と核廃絶の取り組みのために市民社会、国際社会が成すべき原則を構想し、普遍的平和を目指

す「2020学生ヒロシマ宣言」として発表します。 

なお、新型コロナ感染拡大の影響がなければ、広島大学外の大学生の参加も考えていましたが、2020年本サ

ミットへの参加資格は、広島大学の学生に限定します。 

 

3. 実施内容 

- 2020年 6～7月に学生による全３回の集中討論（サミット）を行います。 

- そのうち１回は、インターネットを通じ被爆者に参加いただく予定です。 

- 選抜学生はセンターの研究会にも参加します。 

- 使用言語は英語と日本語です。 

- 2020年 6～7月に全３回、センター教員によるショート・レクチャーを予定しています。 

- 被爆経験の継承と核廃絶の取り組みのために市民社会、国際社会が成すべき原則を構想し、宣言としてま

とめ（英語・日本語）、普遍的平和を目指す「2020学生ヒロシマ宣言」として 8月 5日に発表。6日に学長に

手交します。 

いずれも、インターネットを通じて、あるいは社会的距離をとりながら実施します。 

 

4. 応募・選抜の方法 

- 募集方法：《公募》 

- 募集人数：8名（最大） 

- 応募資格 

 2020年 8月 6日時点で広島大学に在学する学生 

 インターネットを通じて議論ができる環境を有するもの 

 英語で議論ができるもの（日本語会話もある程度できることが望ましい） 

- 募集〆切：2020年 6月 7日 
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- 必要書類： 

 出願フォーム（Application Form） 

 エッセー「新型コロナ後の世界におけるヒロシマの役割について」（氏名とタイトルをのぞき、英文で

500-800 Words） 

以上をメールで送付する (heiwa@hiroshima-u.ac.jp) 。表題には「“Application for 2020 Student 

HIROSHIMA Summit」と明記のこと。 

 

- 選考結果: 

 平和センターのメンバーが最終候補者を選考します。 

 最終候補者には 2020年 6月 12日までに連絡します。 

 

5. 問い合わせ 

The Center for Peace, Hiroshima University  

広島大学平和センター 

〒730-0053 

広島市中区東千田町 1-1-89 

TEL 082 542 6975 

FAX 082 245 0585 

E-mail: heiwa@hiroshima-u.ac.jp 

 

なお、選考過程に関する問合せには応じられませんのでご了承ください。 
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